
創意工夫事例の紹介

令和５年度 障害者総合支援法及び児童福祉法に基づく集団指導

札幌市障がい福祉課 指定指導担当係
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様式の創意工夫事例
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個別支援計画

3

現案、担当者会議、本案…のように
ワードやエクセルファイルを1つずつ作成すると、
どれかの手順が漏れてしまうことがある。

1つのエクセルファイルにシートを分けることで、
手順に沿うようにし、漏れの内容に工夫されている。
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～

長期目標 （6か月）

短期目標 （3か月）

1

2

3

家族
支援

地域
連携

児童発達支援・放課後等デイサービス計画書

利用者氏名（児童氏名） 障害程度区分 業者名

印

担当者会議開催日 通所受給者証番号 説明日 同意日

生年月日 利用者負担上限額 円　　 計画作成担当者

具体的な目標
現状（課題）

目標に対しての強み
本人、保護者の役割 活動内容（留意点等） 期間

印

利用者及びその家族の
生活に対する意向

総合的な方針

計画作成日（変更日） モニタリング期間 同意署名欄

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

現状（課題）：
強み：

児発15 ✓
児発児童指導員等加配加算
Ⅰ1・15

✓ 児発欠席時対応加算 ✓✓ 児発個別サポート加算Ⅰ ✓ 児発ベースアップ支援加算 ✓
児発特定処遇改善
加算Ⅱ

✓ 児発送迎加算Ⅰ ✓ 児発延長支援加算Ⅰ ✓ 児発処遇改善加算

児発専門的支援加算15 ✓

特記事項　　　　
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～

長期目標 （6か月）

短期目標 （3か月）

1

2

3

家族
支援

地域
連携

児童発達支援・放課後等デイサービス計画書

利用者氏名（児童氏名） 障害程度区分 業者名

印

担当者会議開催日 通所受給者証番号 説明日 同意日

生年月日 利用者負担上限額 円　　 計画作成担当者

具体的な目標
現状（課題）

目標に対しての強み
本人、保護者の役割 活動内容（留意点等） 期間

印

利用者及びその家族の
生活に対する意向

総合的な方針

計画作成日（変更日） モニタリング期間 同意署名欄

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

（保護者）：

6ヶ月

現状（課題）：
強み：

現状（課題）：
強み：

児発15 ✓
児発児童指導員等加配加算
Ⅰ1・15

✓ 児発欠席時対応加算 ✓✓ 児発個別サポート加算Ⅰ ✓ 児発ベースアップ支援加算 ✓
児発特定処遇改善
加算Ⅱ

✓ 児発送迎加算Ⅰ ✓ 児発延長支援加算Ⅰ ✓ 児発処遇改善加算

児発専門的支援加算15 ✓

特記事項　　　　

担当者会議の開催を
忘れない工夫 個別支援計画の有効期間を

確認できる工夫

加算の同意を漏らさない
工夫



個別支援計画（児発・放デイ）
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　                  　  様

　　　　　児童発達管理責任者　森井　怜菜　　印

言葉でやりとりをする。 　お迎え お送り ご自宅

良好な関係の継続。

○具体的な到達目標及び支援計画等

優先順位

加算　□家庭連携　□事業所内相談支援　□訪問支援　□関係機関連携　□特別支援　□延長支援　　回数・理由等

本計画の内容の説明を受け、同意いたします。

令和　　年　　　月　　　日 保護者 氏名

総合的な支援方針
体力がつき活動に意欲的に参加する事が出来ているので、その中で他児童との関わりを増やし言葉でやりとりをする機会を設ける事で
良好な関係を継続出来るように支援をします。

利用者氏名 事業所名 事業種類 放課後等デイサービス

児童発達支援管理責任者　●●　●●　印

6か月 児童指導員

長期目標 ●●養護学校

短期目標 休校日送迎　ご自宅

項目具体的な達成の目標 支援内容（内容・留意点等） 支援期間 提供者・担当者

4

2

家
族
支
援

状況の変化に合わせて
相談支援を行う。

連絡帳や送迎時、また定期的に情報交換を行い
状況に合わせて支援を提供出来るように努める。

6か月
児童発達支援
管理責任者

3

発
達
支
援

言葉でやりとりする。

活動の際に言葉で伝える事を意識して
出来た際は称賛する事で自信に繋げる。

また身近な物等も発語出来るよう
絵カード等を用いて練習をする。

6か月 児童指導員 1

良好な関係の継続。

自由時間や活動の際に他児童と関わる事が増えているので
「あそぼう」等の簡単な言葉から伝える機会を設け

一緒に遊ぶ事が出来た成功体験を増やし
良好な関係を継続出来るに働きかけを行う。

地
域
支
援

関係機関と連携を図る。
保護者の方の同意のもと、関係機関と連携を図り
学習内容、様子等を把握し共通理解に努める。

6か月
児童発達支援
管理責任者



個別支援計画（児発・放デイ）
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　                  　  様

　　　　　児童発達管理責任者　森井　怜菜　　印

言葉でやりとりをする。 　お迎え お送り ご自宅

良好な関係の継続。

○具体的な到達目標及び支援計画等

優先順位

加算　□家庭連携　□事業所内相談支援　□訪問支援　□関係機関連携　□特別支援　□延長支援　　回数・理由等

本計画の内容の説明を受け、同意いたします。

令和　　年　　　月　　　日 保護者 氏名

総合的な支援方針
体力がつき活動に意欲的に参加する事が出来ているので、その中で他児童との関わりを増やし言葉でやりとりをする機会を設ける事で
良好な関係を継続出来るように支援をします。

利用者氏名 事業所名 事業種類 放課後等デイサービス

児童発達支援管理責任者　●●　●●　印

6か月 児童指導員

長期目標 ●●養護学校

短期目標 休校日送迎　ご自宅

項目具体的な達成の目標 支援内容（内容・留意点等） 支援期間 提供者・担当者

4

2

家
族
支
援

状況の変化に合わせて
相談支援を行う。

連絡帳や送迎時、また定期的に情報交換を行い
状況に合わせて支援を提供出来るように努める。

6か月
児童発達支援
管理責任者

3

発
達
支
援

言葉でやりとりする。

活動の際に言葉で伝える事を意識して
出来た際は称賛する事で自信に繋げる。

また身近な物等も発語出来るよう
絵カード等を用いて練習をする。

6か月 児童指導員 1

良好な関係の継続。

自由時間や活動の際に他児童と関わる事が増えているので
「あそぼう」等の簡単な言葉から伝える機会を設け

一緒に遊ぶ事が出来た成功体験を増やし
良好な関係を継続出来るに働きかけを行う。

地
域
支
援

関係機関と連携を図る。
保護者の方の同意のもと、関係機関と連携を図り
学習内容、様子等を把握し共通理解に努める。

6か月
児童発達支援
管理責任者

送迎場所を記載する様式にして、同
意を漏らさない工夫

加算の同意漏れをしない工夫
回数等の予定を事前に同意を
もらう工夫



送迎の理由が個別支援計画に明記されている
（障害児通所支援）

➢
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送迎計画

送迎の有無
迎え 放課後：地下鉄○○駅 学校休業日：自宅
送り 放課後：自宅 学校休業日：自宅

送迎の理由
本児の自立を支援していく目的。
保護者の就労等により、時間に応じた本事業所への送迎が難しいため、本事業所による本児の送迎を要す
る。

☑だけではなく、送迎の理由を具体的に記載することで、

個別支援計画に基づいて送迎をしていることを明記する工夫



送迎の理由が個別支援計画に明記されている
（障害児通所支援）
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アセスメントにあたって、保護者に様式に記載してもらう
（障害児通所支援）

10保護者に書いてもらうことで、
アセスメントをより具体的に進められる
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事前に合意を得ることで
トラブル防止
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個別支援計画（共同生活援助）
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個別支援計画（共同生活援助）

案であることを明記し、
忘れずに案を保管する工夫
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個別支援計画（共同生活援助）
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個別支援計画に基づき、同意を得て
加算を算定している

個別支援計画（共同生活援助）
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年 月 日

　　　

評価

作成者　サービス管理責任者

短期的目標における「経過・評価」「達成状況」

経　　過　・　評　　　価

③

達成状況

達成状況

サービス提供者

①

経　　過　・　評　　　価

・ 本人の要望、もしくは必要に応じて提携ヘルパーステーションに委託する。

私は、この支援計画書の説明を受け、内容に同意します。

同意日　　　　　　年　　　　月　　　　日

㊞

・

短
期
③ 達成状況

短
期
①

短
期
②

短期的目標における「本人の役割」「支援内容」「期間」

・ 体調、状況に応じて支援計画に関わらず必要に応じて適宜支援をする。

介護サービスの体制

短
期
②

本人の役割 支援内容（内容、留意点）
支援期間

（頻度・期間等）

目標設定後のモニタリング状況

長
期
・

生活支援目標「長期的目標：１～３年」　「短期的目標：6か月以内」

・

・

入院時支援計画

・

・

短
期
③

・
就労系事業所へ通所予定日に何らかの事情により通所が困難な時、自宅へ訪問
し、必要な相談・支援を行います。

・ その他状況に応じて必要な支援を行っていきます。

・ １週間に一度は必要な物を届けたり、状況を確認に訪問します。

・ 必要に応じて、各方面や親族等との連絡調整等を行います。

・ 金銭管理をしている場合は決められた日にお小遣いを届けます

日中活動支援計画

短
期
①

・ 必要に応じて、各方面や親族等との連絡調整等を行います。

・ その他状況に応じて必要な支援を行っていきます。

帰宅時支援計画
個別支援計画書　

利用者氏名

作成日

㊞

評価日　　　　　　年　　　　月　　　　日

・ 帰宅時における心身等の状況や生活状況の把握を行います。

必要に応じて交通手段の確保等の支援を行います。

夜間時の支援計画

必要に応じて、各方面や親族等との連絡調整等を行います。

・ その他状況に応じて必要な支援を行っていきます。

経　　過　・　評　　　価

②

個別支援計画の様式にあらかじめ
加算の項目を設けることで、
個別支援計画に基づき、

同意を得て、
加算を算定する工夫

帰宅時支援計画

夜間時の支援計画

入院時支援計画
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月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日日 ～ 令和 年

入院時支援書

利用者氏名

入院期間

年 月

状況

目標

支援の状況

令和

入院の原因、状況、及び目標

原因

加算の有無にかかわらず
あらかじめ作成し、同意を

得ておく工夫



18

欠席時対応記録

今月の欠席時対応回数

利用者名 欠席日 連絡日

　　　年　　月　　日 　　　年　　月　　日

具体的な連絡調整や相談内容

　□１回目　□２回目　□３回目　□４回目

欠席理由

欠席時対応記録

次回の通所予定

　　　年　　月　　日

連絡調整方法

病院受診の対応等

今月の対応回数を明記するこ
とで、欠席時対応加算を
算定できるか判別しやすい



工賃計画表
（就労継続支援）
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作成日：　R      年　 月　　　日

■     事業所情報

事業所名 　

所在地

利用定員 名 在籍利用者 計　　　名（内訳：精神　　　、知的　　　、身体　　　、その他　　　）

◆計画期間 令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　　月　　日　まで（　3　か月間）

■     直近３カ月の収益状況

A.工賃実績（納品生産ベース） B.賃金総額（有給分除く） C.収益（Ａ－Ｂ）

令和　5年　　　7月 円 円 0 円

令和　5年　　　8月 円 円 0 円

令和　5年　　　9月 円 円 0 円

計 円 円 0 円

％

■     現在の状況

＜事業種（施設内・外）＞ ＜作業内容・月、日、時間の売上単価など＞

内職作業（施設内）

清掃作業（施設外）

＜未達成理由・要因の解析＞

■     向上（改善）計画内容

＜具体的な改善策・課題＞

＜計画期間で実施する事業種＞ ＜作業内容・月、日、時間の売上単価など＞

■     計画を通して達成すべき月額目標基準

［時給：　　　円］×［実労働：４時間１０分］×［延べ出勤：　　名］＝【目標工賃月額：　円】

賃金向上達成指導員

賃金達成率（Ａ÷Ｂ×100）

定期的に収益状況を振り返る
ことで、

改善策や課題を明確にできる

直近３か月の収益状況
から賃金達成率を算出



利用者支援等の
創意工夫事例
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利用者のスケジュール管理の支援
（共同生活援助）
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利用者のスケジュール
管理の支援
（共同生活援助）

➢利用者の障害特性に配慮し、

一日のスケジュールをイラス

トで表現し、利用者が毎朝確

認できるようにしていた。

➢文字では認識が難しくても、

イラストにすることで利用者

が理解しやすい。
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感染症発生時の
保護者への対応
（障害児通所支援）

➢潜伏期間、感染しやすい
時期、回復後の来所再開
の目安を一覧にする

➢電話の近くに掲示するこ
とで、保護者からの連絡
時に案内しやすい
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蛇口にウォーターガイドを設置
（障害児通所支援）

➢ウォーターガイドを設置するこ
とで、蛇口の水が児童の手元ま
で届くようになる

➢児童が積極的に手洗いをする
ようになり、感染症対策にもつ
ながる

24



町内会の方を事業所の調理員として採用
（就労継続支援Ｂ型）

➢町内会活動に参加している方を事業所（就労Ｂ）の調理員として採用している。

➢手の込んだ家庭的な美味しい料理を作ってもらえる。

➢町内会の方々が事業所に出入りすることで、どのような事業所なのか知ってもら

うことができ、相互に理解しあえる。

➢町内会からは仕事の依頼や情報提供がある。

➢近隣の町内会などに事業所を宣伝してもらえる。

➢他、様々な形で応援してもらえる。
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地域との連携



色と文字と指先
（児童通所支援）

◆色と言葉の関連性の理解を進める

◆「指先でつまむ」トレーニングになる
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野菜の名称と文字と指先
（障害児通所支援）

◆野菜・果物の絵と言葉を連動

◆家庭の不要品を再利用して教材を作成
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数字と指先
（障害児通所支援）

◆時計の読み方を学ぶ

◆「指先でひねる」トレーニングになる

28
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・ケガを考慮した
プラスチック製
のはさみ

・左利き用のはさみ
（障害児通所支援）

◆はさみの使い方を
練習

◆ケガをしないはさみ
から少しずつ練習す
る

左利き用のはさみも用意

プラスチック製
のはさみ



線に沿って、
はさみを使う
（障害児通所支援）

◆手の動かし方の

違い

◆職員もお手本を

見せながら練習

30
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気持ちを
表現①
（児童）

◆図を指さして

自分の気持ち

を表現



気持ちを
表現②
（児童）

◆今のこえの大きさ

はどのくらいだっ

たか、自分で気づ

かせる

32


